


事業概要
1. 期間
開始 ： ２０２４年２月
終了（予定） ： ２０２７年３月

2. 最終目標
水素混合LPガス事業開始に向けた法令対応＊1・関連規格に関する解釈の整理
実証事業を通じたガス供給設備・ガス器具等の安全性検証

〃 ガスメーターの器差評価（石油ガス用と都市ガス用の器差比較）
〃 住民様へのガス器具等の使用に関するアンケート調査

ガス供給設備の技術基準に関する改訂案の検討（例：防消火設備、有資格者等）
水素混合率増加（10→20vol%）に向けたガス機器の改良、部品交換方法の検討
新規事業開始に関する検討、事業性評価

＊１：ガス供給設備→ガス事業法
ガス器具等 →液化石油ガス法（液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律）等

新規エリアでの水素混合LPガス事業開始
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事業概要
3.成果・進捗概要

ガス供給設備完成。2025年10月より試運転開始。
＊製造ガスは設備内の放出管より大気放出

住宅内における実証事業開始前の準備完了
・全戸へのガス器具等の点検/交換
・ガスメーター器差評価開始 ＊25年6月よりLPガス100%の基礎データ取得開始

実証事業開始の遅延。当初2025年1月開始 → 26年 秋（予定）
＊ガス供給設備（ガス工作物）について、監督官庁による許認可に時間を要する

実施場所 ：南相馬市定住促進住宅
戸数 ：80戸（ガス契約戸数58戸＊）

＊2026年6月現在
ガス事業者：相馬ガス株式会社

LPガス消費量：約9t/年（2025年実績）
水素混合率 ：上限10vol%（20%への増加を検討）
水素消費量 ：45kg/年≒500m3/年（水素10%時）
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＊１：NEDO調査事業 「水素社会構築技術開発事業／地域水素利活用技術開発／水素混合LPガスの供給利用
に関する調査 」にて水素混合時の安全性評価等を実施。 （実施期間：2021年12月～2023年3月）

＊２：コミュニティーガス事業とは、簡易なガス発生設備でガスを発生させ、一の団地（供給地点群）内において
70戸（供給地点）以上のガス需要家に対し導管でガスを供給する小売事業 を指す。

１）民生用LPガス分野における水素利活用の開拓
既存の導管・ガス器具等に安全に使用できる範囲＊１で、
LPガスに水素を混合。民生向けに供給。
コミュニティーガス事業＊２が主なターゲット

２）早期の社会実装・実用化
導管、ガス器具等の交換を必要最小限とすることで、
早期の社会実装・実用化を図る。

既存の導管、ガス器具等を使用

事業の目的・目標
１．事業の位置付け・必要性
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■研究開発の目標
２．研究開発マネジメントについて
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■目標設定の考え方（要点を抜粋）

水素混合LPガス事業開始・事業展開
実証事業での取組を通じた
→ 法令対応＊1・関連規格に関する解釈の整理
→ 実証事業を通じたガス供給設備・ガス器具等の安全性検証 等

＊１ページ目参照

1)水素混合低カロリーガス供給実績の活用
2000年代まで国内の一部で、石油・石炭原料
の改質低カロリーガスを供給。（水素含有）
導管やガス栓をはじめ、過去の供給実績から
安全性の参考とする。

L1 L2 L3 5C 6A
H2 59.3 40.9 30.4 45.5 0.0
O2 1.4 0.0 3.4 5.1 16.3
N2 7.2 29.4 35.4 15.2 61.6
CO 4.8 4.4 3.9 3.3 0.0
CO2 13.6 14.8 12.0 13.7 0.0
CH4 7.2 1.0 7.8 11.1 0.0
C2H6 0.7 0.0 1.6 0.0 0.0
C3H8 1.2 0.0 2.7 0.1 0.0
C4H10 4.6 9.5 2.8 6.0 0.4

ガス
組成
vol%

低カロリーガス

２)安全性・各種性能検証 ラボ試験→実証事業
ラボ試験や使用前点検で事前の安全性検証
を行った後、実証事業で長期実証
３)水素・LPガス混合設備 ＊ガス事業法 ガス発生設備
今回の混合設備は気体同士の混合。
現在の設備区分で構成される ・気化器 ・化学反応（改質）・ガス精製
は設置していない。設備区分の解釈や、検査項目・基準の精査が必要。

■低カロリーガス：水素30.4~59.3vol％





実施体制
２．研究開発マネジメントについて
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供給フロー 概要
３．研究開発成果について
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３．研究開発成果について
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促進住宅内のガス器具等について
３．研究開発成果について

住戸内では、以下が使用されている。
（ガスメーター、ガス栓、ガスホース、ガス警報器、ガス機器等）
これらについては、事前に安全性を検証・確認＊１をしたものを使用する。

ガスメーター、警報器、接続具類は水素混合率25vol％の安全性を検証済。
一方、ガス機器の上限は10vol%。
よって、水素混合LPガス中の水素濃度は10vol%を上限として開始予定

事業者・メーカー基準を前提に、交換を最小限に抑え、なるべく既設品を使用。

＊１：NEDO調査事業
「水素社会構築技術開発事業／地域水素利活用技術開発／水素混合LPガスの供給利用
に関する調査 」にて水素混合時の安全性評価等を実施。 （実施期間：2021年12月～2023年3月）
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水素混合率増加に向けたガス機器の部品改良
３．研究開発成果について

■部品改良（燃料と空気の比率を調整）
こんろ ：一次空気口ダンパの形状変更（面積小）
小型湯沸器 ：燃料噴出ノズル径の仕様変更
ふろがま ：一次空気口ダンパを新設

■背景、取組み内容
水素混合により燃焼速度が大きくなる。
一部、ガス機器において水素15vol％以上において、
火力調節時（大→小）に逆火・消火といった不具合が見られた。
→水素20vol%対応とするため、以下の部品改良を実施。安全に使用できることを確認。

■今後
部品改良を行うには、熱量変更計画書を作成の上実施する。
26年度は関係機関と連携のうえ、計画書作成を進める。
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（事業開始に向けた）今後の取組
４．今後の見通しについて
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（事業化・事業展開に向けた）今後の取組
４．今後の見通しについて

【取組③】 事業開始前のガス機器調査・点検・交換
＜背景＞
促進住宅では全戸のガス機器について調査実施。
そのうえで、点検・交換対応を行った。
新規エリアで同様の作業を行うと、多大な労力と費用が発生。
安全確保を前提で、労力と費用を低減する点検・交換案の整理が必須。
＊本件は、ガス機器のみならず、ガス接続具類も該当

【取組④】 新規エリア候補の選定・事業性評価

促進住宅の実証事業実績や、
取組①～③の調査結果を踏まえて、
新規エリアの調査や事業性評価を実施。
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